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 Nephrops thomsoni Bate (Fig. 1) is usually caught in the East China Sea 
by trawl net fishing and used as food. The berried female of this species 
is generally caught during the middle of September to the middle of 
April of the next year in the East China Sea. 
 In December 1971 and January 1973, some berried female specimens 
were caught with trawl net operated by the T. S. Nagasaki Maru of 
Nagasaki University at the fishing ground of sandy mud bottom about 90
meters deep in the East China Sea west off the Danjo Islands (Lat.32°
03'N.,Long.128°25'E), Nagasaki, Japan.
 The living specimens were kept in an aquarium on the ship and trans-
ported to Nagasaki in Dec. '71 and Jan. '73 respectively. 
 Upon arrival in Nagasaki, the specimens were reared in the aquarium 
of the Fisheries Experimental Station of Nagasaki University, located in 
Nomozaki near Nagasaki City, in order to obtain the natural conditions 
for further studies on larva hatching and larval development. 
 Many larvae were hatched after arrival at laboratory. The longest 
hatching period was noticeably 40 days. The lobster larvae then were 
reared in the plastic aquarium and fed with nauplii of brine shrimp.
 The newly hatched larvae (prezoea), being about 6 mm. in body length 
(Figs. 2, 3), molted into the first zoea stage (Fig. 4) only few hours after 
hatching. Two successive zoeal ecdyses (Figs. 4, 5) were followed by the 
megalopa stage (Fig. 6), and this took approximately 4 days after the 
hatching. And then the megalopa changed into the young adult (Fig. 7) 
by a single molting. Minor changes of forms and lengths could be observed 
at every stage. The larva at the zoea stages survived in planktonic life, 
and began the bottom life at megalopa stage. The larval stage from 
hatching to megalopa was considerably short, being about 9 days in all. 
Larval feeding started at the megalopa stage but changing forms and 
molting of the larvae at the preceding prezoea and zoea stages were done 
without feeding.













































































































































































































































































































































































































34 内田 ・道津:ミ ナ ミァカザのふ化 と幼生飼育
で は ゾ エ ア 幼生 期 が2期 あ るの に対 し,NnOTvegicusで は ゾ エ ア期 は3期 あ る こ と に な って い
る。 こ の両 種 の 幼 生 各 期 にお け る形 態 は,互 に似 て お り,ミ ナ ミア カザ で はふ 化 時 の幼 生 で す
で にみ られ る腹 肢 がN.norvegicusで は第2期 幼 生 に な って生 ず る こ とが 両 者 の 目立 った相 異
点 で あ る。 幼 生 各 期 の大 き さに つ い て み る と,N.norvegicusで はふ 化幼 生 で あ る第1期 幼 生
(ミ ナ ミア カザ で はプ リゾ エ ア幼 生 に相 当 す る)は,額 角 を 含 め た 体 長 で6.5mmと され て お
り,ミ ナ ミア カザ が 約7.Ommで あ る の に対 して 小 型 で あ るが,第1期 の ポ ス トラーバ(ミ ナ ミ
ア カ ザ で は メ ガ ロバ 幼 生 に 相 当 す る)で は11mmに な る と され て お り,ミ ナ ミア カ ザ は 幼 生
期 間 中 ほ とん ど成 長 しな か った の に対 し,N.norvegicusで は そ の体 長 増 加 が 著 しい。 ま た,
Figueiredo3)に よ る と,Nnorvegicusの 幼 生 期 間 は,Poulseng)に よ って2～3週 間 で あ る と
され て お り,ミ ナ ミア カザ の約9日 間 に比 べ る と ひ じ ょ うに長 い。
要 約
1)ミ ナ ミア カ ザ Nephrops thomsoni Bate(Fig.1)は,東 シナ 海 で 以 西底 曳 網 に よ って と
られ,食 用 に され て い る。
2)東 シ ナ海 で と れ る ミナ ミア カ ザ で は,そ の 抱 卵 個 体 は9月 中 旬 か ら4月 中 旬 の 間 に み ら
れ る。
3)1971年12月 お よ び1973年1月 に 東 シ ナ海 で とれ た 抱 卵 え びを,生 か した ま ま本 学 部 の水
産 実 験 所 へ 運 び,そ こ で飼 育 して幼 生 のふ 化 を行 な った 。
4)ふ 化 した 幼生 に は,ブ ライ ン シ ュ リンプ の ふ 化 幼 生 を 餌 に与 え て 飼 育 した 。
5)幼 生 は,成 体 に よ く似 た形 のプ リゾ エ ア(Figs. 2, 3)で ふ 化 し,数 時 間 以 内 に脱 皮 しゾ
エ ア幼 生(Fig. 4)に 変態 す る。 ゾ エ ア幼 生 は2期(Figs. 4, 5)で,2回 の脱 皮 で メ ガ ロパ 幼
生(Fig. 6)に な り,メ ガ ロパ 幼 生 は1回 の脱 皮 で第1期 稚 エ ビ(Fig. 7)に 変 態 した(Table
1)。
6)プ リゾ エ ア で ふ 化 した 幼 生 は,ふ 化 後 約4日 目に は メ ガ ロバ 幼 生 に変 態 す るが,脱 皮 に
よ る体 形,体 長 な どの 変 化 は 小 さい 。
7)幼 生 は,ゾ エ ア期 の約4日 間 は游 泳 生 活 を送 るが,メ ガ ロパ 期 で は早 く も底 生 生 活 を 始
め た 。
8)ふ 化 幼 生 か らメ ガ ロバ 期 ま で の幼 生 期 間 は 約9日 問 で,ひ じ ょ う に短 い 。
9)摂 餌 を 始 め るの は メ ガ ロバ 期 か らで,そ れ 以 前 の ふ 化 幼 生 お よ び2期 のゾ エ ア幼 生 は摂
餌 を せ ず に脱 皮,変 態 を お こな った。
10)こ の ミナ ミア カザ の幼 生 を,す で に報 告 され て い る同 属 の N.norvegicus の幼 生 と比 べ
る と,幼 生 期 間 は N.norvegicus で2～3週 間 と され て い る の に対 し,ミ ナ ミア カ ザ で は約9
日間 で ひ じ ょ うに短 い こ と,ま た,幼 生 は N.norvegicus で は ゾ エ ア でふ 化 す る と さ れ て い る
が,ミ ナ ミア カザ で はプ リゾ エ アで ふ 化 した こ とな ど の違 いが み られ た。
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